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1 はじめに

この文書では，主に，main.cファイル内の関数 lms

のコードについて説明します。

2 記号について

関数 lmsで用いている記号と，原理を記述した数式

との対応を，以下のリストに示します。

• x = (x0, x1, x2, · · · , xL−1) : xに対応

• v = (v0, v1, v2, · · · , vL−1) : vに対応

• y = (y0, y1, y2, · · · , yL−1) : yに対応

• e = (e0, e1, e2, · · · , eL−1) : eに対応

• h = (h0, h1, h2, · · · , hM−1) : hに対応

• i : iに対応

• k : kに対応

• M : Mに対応

• L : LENGTHに対応

• µ : MUに対応

3 具体的な手続き

関数 lms の具体的な手続きを以下のリストに示し

ます。

1. iをM にする。

i←M (1)

2. hとvから yiを求める。（総和演算の部分は省略。）

yi ←
M−1∑
k=0

hk vi−k (2)

3. 上で求めた yi と，xi から ei を求める。

ei ← xi − yi (3)

4. kを 0にする。

k ← 0 (4)

5. hk，上で求めた ei，初めに与えられる vを用いて

「次の hの値」を hk に入れる。（この操作が hの

すべての要素に対して行われることで hが更新さ

れる。）

hk ← hk + µ ei vi−k (5)

6. kをインクリメントする。

k ← k + 1 (6)

7. k < M なら 5番へ，そうでなければ 8番へ。

8. iをインクリメントする。

i← i+ 1 (7)

9. i < Lなら 2番へ，そうでなければ終了。

なお，y，eは関数main内でゼロベクトルに，hは

マクロ H_INIT_VALUEの値でそれぞれ事前に初期化さ

れています。
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